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開放日

☆貸室ご利用について（無料）☆

・市内在住の60歳以上の方

・市内在住の障がい者手帳を所持する障がい者(児)

・市内で活動する福祉ボランティア・福祉関係者

＊趣味・勉強会など使い方はいろいろ(^o^)

校外学習に行ってきました！！

10月21日（木）「植村牧場」「元興寺」「ならまち散策」へ行きました。

元興寺＆ならまち散策

世界遺産

懐かしい瓶の

牛乳は格別の味

元奈良ホテル
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をふるう牧場

のレストラン

「いちづ」

観光ボランティ

アさんと！

今年度は、コロナ対策を徹底して、バスでの実施となりました。まず植村牧場では、30年前

から障がい者雇用を取り入れ、牧場運営をされている代表の黒瀬さんから、涙あり・笑いあり

のお話を伺いました。「障がい者雇用」という難しいことではなく、働き手がなく困っていた

時に、支援学校から卒業生をお願いされたのが始まりでした。働き手として仲間になり、今現

在12名の障がい者と一緒に牧場運営を続けています。黒瀬さんは「お互いが必要としていたの

で、ここまで続いただけ！」本当に「仲間と共に働き、共に生きる」それだけ。でも「一生こ

こで働きたい」との声には感謝しています。年輪大学院生も職員も涙が…ここでのお話がきっ

かけでボランティアへの考えが変わるというのも納得でした。併設のレストランでランチをい

ただいた後「元興寺」へ。観光ボランティアさんの案内で「御霊神社」「庚申堂」「にぎわい

の家」「吉田蚊帳」など、１時間でたくさん回らせていただきその都度由来や歴史のお話を伺

い迷子にもならず散策を楽しみました。最後に、おすすめのお土産「さつま焼」をお土産に家

路へと向かいました。
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４代目黒瀬代表

の涙あり笑いあ

りのお話

御霊神社 庚申堂

☆階段の踊り場に展示してます！！ぜひご覧ください☆

11月10日（水）年輪大学から「さをりの森」「観光ボランティアさんと和泉そぞろ」

「大阪府立弥生文化博物館」に行きました。
さをりの森

1969年和泉市の主婦、城みさを氏が始めた手織です。息子の研三さんが母の為に手織機を自

作したのが「手織機SAORI」の始まりで、革新的な「さをり」を、誰もが簡単にできるよう改

良し障がいの有無や年齢に関係なく操作でき、こうあるべきや手本もなく本人の感性が表現さ

れ、オンリーワンの１枚ができあがります。「さをりの森」はそれを体験できる施設です。皆

さん世界に「１つだけの１枚」が出来上がり喜んでいました。

観光ボランティアさんと和泉そぞろ

和泉に眠る幻の武家屋敷「伯太藩陣屋跡」を訪ねてのテーマで、まず674年に創建された

「伯太神社」へ、次に伯太藩１万3000石の藩庁跡の「伯太藩陣屋跡」と「武家屋敷跡」をめぐ

りました。伯太藩は小藩ながら優秀な人材を輩出している藩で、今も子孫が住む小林家と今井

家は、当時の石垣がそのまま残っていて、俳優の西田敏行さんは今井家の子孫だそうです。皆

さん和泉市に住んでいても、「初めて知ることばかり」と盛り上がっていました。

大阪府立弥生文化博物館
大阪府立弥生文化博物館では、2班に分かれて施設見学とバックヤードの見学を行いました。

バックヤード見学は普段は見ることができない所を学芸員さんに案内してもらい、貴重な土器

を手にすることができるので、皆さん緊張しながら手にされていました。(^^)/
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創業明治16年

奈良で一番古

い牧場！障が

いを持つ12名

植村牧場


